
 

 

「ISSを含む地球低軌道活動の在り方に関する中間とりまとめ」 

（令和３年２月、宇宙開発利用部会）からの抜粋 

 

４．将来のＩＳＳを含む地球低軌道の利用ニーズ及び期待 

 

今後の地球低軌道活動については、ＩＳＳの寿命を踏まえた国際的な協力枠組み

の展開や輸送等技術の進展などに関し、将来的な見通しが必ずしも明らかではな

いものの、宇宙基本計画に基づく方向性を踏まえ、現段階で想定される利用ニーズ

や期待は、以下のように考えられる。 

 

○ ２０４０年代の地球低軌道活動の姿としては、深宇宙探査等に向けた持続可

能な研究開発基盤として宇宙環境利用が定着していることや、有人宇宙滞

在の場として多様な宇宙活動の進展が図られていることが想定される。 

○ これに向けて地球低軌道活動においては、①国際宇宙探査活動等に寄与

する技術の開発・実証の場、②社会的課題解決・知の創造・人材育成等に

繋がる継続的な成果創出の場、③民間による商業利用の場の３つが持続的

な形で整備されていくことが考えられる。 

○ これら３つの場に対する具体的なニーズや期待としては、以下が挙げられ

る。 

① アルテミス計画等の国際宇宙探査計画の進展に伴い、我が国として、火

星など深宇宙探査に向けた更なる技術実証を地球低軌道において行っ

ていくことが必要である。 

② 産学官による、科学研究、社会的課題解決、軌道上実証等に関する地

球低軌道の利用が引き続き期待されている。 

③ 地球低軌道における経済活動として、将来的に、宇宙旅行を始めとする

宇宙体験や、超小型衛星の放出等、民間利用の拡大が見込まれてい

る。 
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